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第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン実行計画（令和７年度） 

 
 

■第２次清瀬市教育総合計画マスタープランの概要                
 

●計画の位置づけ 

 第２次清瀬市教育総合計画マスタープランは、「基本構想」と「実行計画」の２層で構成されています。 

 この「実行計画」は、「基本構想」で掲げる方向性を具現化するための具体的な取り組みや事業を示し

たものです。今回の計画は現行計画の最終年度となるため、令和７年度の１年度となります。 

 
 

◇計画の体系（４つのフェーズ（階層）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇基本構想の概略 

基本理念

1 市民ニーズに応じた生涯学習活動の支援

2 生涯学習施設の学びとコミュニティ機能の推進

3 「生きる力・考える力」を高め、伝えるための世代を超えた学びの場の提供

4 保護者への様々な学びや交流の場の提供

5 家庭の教育力向上のための普及・啓発

6 子育て、教育、生き方にかかわる支援体制の構築

7 「確かな学力」の育成

8 学びへの関心や意欲を高めるための教育の推進

9 豊かな心と撓（しな）やかで強（したた）かな心の育成

10 運動習慣の確立による体力の向上

11 教育環境の整備

12 日本の良さ、清瀬の魅力を理解し、内外に向けて発信する力の育成

13 清瀬の文化や歴史を深く学ぶことのできる機能の強化

14 体験を通した郷土文化の継承と郷土愛の醸成

15 世代を超えた地域コミュニティの構築

16 地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進

施策の方向性

健幸で生きがいのある
学び・活動を支援します

子
供

が
育
つ

 
市
民
が

育
つ
 

ま
ち
も

育
つ
 

清
瀬
の

教
育

柱

1

家庭の教育力向上を支援
します

2

学力を保証し健やかな

心と体を育てます
3

郷土の自然や文化への

学びを支援します
4

地域の力で清瀬の教育を
つなぎます
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◆フェーズ 1 第 2 次マスタープランの理念 

子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育 

◆フェーズ 2 理念を構成する要素（柱立て） 

各柱を貫く理念：学びと育ちの循環型社会 

5 つの柱の設定 

◆フェーズ 3 具現化するための方向性 

5 つの柱に紐づく 16 の方向性 

 

 

 

 

◆フェーズ 4 方向性を具現化する施策 

具体的な取り組みや事業 

■基本構想 

教育総合計画マスタープラン 

■実行計画 
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第２次清瀬市教育総合計画マスタープラン実行計画（令和７年度） 

 
 

◇基本構想で示された５つの柱 

 

    健幸（※１）で生きがいのある学び・活動を支援します 

生涯学習の機会を充実させ、市民の学びに対する意欲を高めます。また、生涯学習施設を、

市民が集いネットワークを広げることができるような拠点とすることで、健幸で生きがいの

ある学びや生活づくりへの支援をします。 

 

    家庭の教育力向上を支援します 

子供が規範意識や公共心を高め、他者との関係を築きながら自立した社会生活を送ること

ができるよう、様々な関係機関と連携して、育ちの基盤である家庭の教育力を高める支援を

充実します。 

 

    学力を保証し健やかな心と体を育てます 

激動の２１世紀を生き抜くためには、社会生活を営むための基盤である「知」「徳」「体」

をバランスよく育むことが必要です。校長のリーダーシップにより、児童・生徒の学力を高

めるとともに、命の尊さを実感し自らの健康を保持増進できる力を育成します。 

また、児童・生徒に対する教育効果を最大限高めるために、良好な教育環境の整備を推進

します。 

 

    郷土の自然や文化への学びを支援します 

清瀬の特色を活かした活動を推進することにより、清瀬の文化・歴史に対する理解と、郷

土への愛着を深めるとともに、郷土文化を確実に伝承・継承します。 

 

 

    地域の力で清瀬の教育をつなぎます 

地域コミュニティの機能が希薄な現代において、人と社会をつなげる地域の役割はとても

重要です。地域コミュニティの体制を整備することにより、生涯学習、家庭、学校、郷土文

化を地域の力でつなぎ、清瀬の教育の充実と地域の活性化を目指します。 

 

※１ 「健康」と「幸福」の二つの意味が込められた言葉 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 



●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
・

教
育
企
画
課

生涯学習基本方針による事
業推進　（情報発信）
【長総122】

生涯学習情報の提供
（「まなびすと」の発行）

市民主体のスポーツ活動促
進に向けた支援

各種事業を通した「まなびすと」の紹介

①QRコードを活用した広報媒体による周知機能の強化

②SNSや学校・保護者間のデジタル連絡ツールの活用

令和７年度

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

担当課/事業名

ニュースポーツ用具貸出の周知
①学校への定期的な周知

②イベント等にあわせた市民への周知

健幸で生きがいのある学び・活動を支援します

方向性1　市民ニーズに応じた生涯学習活動の支援

　新たな知識や技術を習得したいという市民の思いやスポーツ活動など、生涯にわたって生きがいのある活動をするた
めの支援をします。また、生涯学習への意識を的確に把握し、情報を発信することで市民のニーズに対応した生涯学習
活動を充実させます。

指標名

「この一年で生涯学習を行う機会をも
つことができた」と回答した割合【長総
122】

●関連する事務事業

「この一年でスポーツ・レクリエーショ
ンに参加したことがある」と回答した
割合【長総123】

23.8%

13.9%

現状値
（令和６年度）

27.8%

15.5%

目標値
（令和７年度）
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

図書館サービスボランティア
の育成
（音訳・読み聞かせ）
【長総122】

読書交流会
（講師による本の解説と交流
会）
【長総122】

子ども向け事業
（おはなし会・工作等の子ど
も会など）
【長総122】

新しい図書館の具現化

指定管理者による生涯学習
事業の実施

スポーツ振興事業の推進
（市民のスポーツ活動の促
進）

生涯学習施設環境の向上

●関連する事務事業
令和７年度

①プロ女子サッカー選手によるサッカー教室の開催
②ボッチャ祭やニュースポーツ体験会の開催

指定管理者による自然観察会やリラックスヨガなど、趣味、教養講座、健康講座
などの実施

①子ども会の実施
②多摩六都科学館との子ども会の共同実施

①講師による関連図書の紹介
②講師、参加者同士の交流

①読み聞かせボランティア定例会・勉強会の実施
②音訳ボランティア定例会・勉強会の実施

③音訳講師による講習会（２年毎）

①指定管理者による運営
②下宿・竹丘地域市民センター各サロンのための資料の提供

③宅配サービスの実施

担当課/事業名

図
書
館

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

生涯学習センターのトイレ改修及び照明器具のLED化改修工事

健幸で生きがいのある学び・活動を支援します

方向性2　生涯学習施設の学びとコミュニティ機能の推進

　図書館や郷土博物館などの生涯学習施設は、いつでも誰でも学ぶことのできる場としてだけでなく、市民が集い
ネットワークを広げる場でもあります。世代を超えた交流などの情報の拠点として様々な事業を実施し、いつでも必要
な情報を得られる学習機能の充実を図ります。

指標名

「これまで身に付けた知識や技術
を自分以外のために活かしてい
る」と回答した割合
【長総122】

28.7%

現状値
（令和６年度）

31.5%

目標値
（令和７年度）
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博物館事業
【長総124】

博物館施設改修工事
【長総124・532】

市
民
協
働
課

生涯学習施設環境の向上 自主学習スペース「エチュードなかざと」、「エチュードなかきよと」の提供

郷
土
博
物
館 博物館展示実施設計

キュービクル等改修工事実施設計

①特別展「（仮）鉄道輸送今昔」の開催
②各種事業講座等の実施（体験学習、文化財巡り等）
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

【方向性２に再掲】
指定管理者による生涯学習
事業の実施

市民文化祭の開催支援

児童生徒国内派遣事業の実
施
（新規）

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
・

図
書
館

地域資源を活用した体験型
の学びの場

図
書
館

図書館における体験的学習
の場

①施設見学
②職場訪問・職場体験学習

図書館や指定管理者による清瀬子ども大学
①理科の部
②気象の部
③薬学の部
④看護の部
⑤俳句の部

⑥アニメーションの部（新規）
⑦食品の部（仮・新規）

市内在住の中学生を対象としてプレゼンテーションによる提案を経た国内派遣を
実施

文化協会の活動周知による参加団体の増加

指定管理者による自然観察会やリラックスヨガなど、趣味、教養講座、健康講座
などの実施

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

担当課/事業名

健幸で生きがいのある学び・活動を支援します

方向性3　「生きる力・考える力」を高め、伝えるための世代を超
　　　　　　えた学びの場の提供

　人が社会の中で主体的に活動していくためには、自ら考え行動することが必要です。学校教育で育まれた「生きる力・
考える力」を地域で実践することで、人や社会、自然と関わる機会を創りだすとともに、市民が学びへの意欲を体験活動
によってさらに深めることで、世代を超えた新たな学びの拡大につなげます。

指標名

●関連する事務事業

この一年で生涯学習を行う機会（学
びの機会）をもつことができた人の割
合
【長総122】

生涯学習活動団体「まなびすと」の登
録団体数
※まなびすと…文化、スポーツなどの
分野で活動する市内団体の名称やそ
の活動内容などを紹介している生涯
学習ガイド。

13.9%

現状値
（令和６年度）

15.5%

目標値
（令和７年度）

100団体89団体

令和７年度

6



●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

教
育
指
導
課

【方向性16に再掲】
コミュニティ・スクールの設
置【長総322】

【方向性２に再掲】
子ども向け事業
（おはなし会・工作等の子ど
も会）
【長総122】

ブックスタート事業（乳幼児
や保護者に向けたおはなし
のじかん）
【長総122】

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

親子で参加でき、保護者同
士の交流の場となる指定管
理者による自主事業の実施
（児童館）

郷
土
博
物
館

【方向性２に再掲】
博物館事業
【長総124】

①乳幼児：「はじめてのベビーママ講座」や「パパ&ママのベビーマッサージ」、「お
とうさんといっしょ」など、乳幼児親子のスキンシップはもちろんのこと、参加した保
護者間交流の場にもなる事業実施。
②小学生：「親子でやってみYo！」を開催し、レクリエーションゲームを中心に親
子体験会実施。

①3・4か月健診でブックリストと絵本の配布、1歳6か月.健診でブックリストの配布
②つどいの広場での出張読み聞かせ

①読み聞かせボランティア定例会・勉強会の実施
②音訳ボランティア定例会・勉強会の実施

③音訳講師による講習会（２年毎）
図
書
館

①特別展「（仮）鉄道輸送今昔」の開催
②各種事業講座等の実施（体験学習、文化財巡り等）

家庭の教育力向上を支援します

方向性4　　保護者への様々な学びや交流の場の提供

　家庭環境が多様化する中で、保護者が安心して子供を育て、また子供も健やかに成長していくために家庭への支
援が求められます。図書館や郷土博物館などの生涯学習施設では学習機会の提供だけでなく、積極的に事業を実
施し、地域や児童福祉の分野とも連携を図りながら、多様な学びや交流の場を提供します。

指標名

地域のつながりや交流できている
と思う人の割合
【長総511】

芝小・四小・八小・清明小・清中・三中・四中に新設
（累計１４校）

●関連する事務事業
担当課/事業名

23.2%

現状値
（令和６年度）

25.0%

目標値
（令和７年度）

令和７年度
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

学校給食への地場産物活用
【長総321】

おいしい学校給食レシピ集

教
育
指
導
課

【方向性６に再掲】
清瀬市しあわせ未来セン
ター内「教育相談室」の機能
強化
【長総332】

図
書
館

【方向性４に再掲】
ブックスタート事業（乳幼児
や保護者に向けたおはなし
のじかん）
【長総122】

担当課/事業名

家庭の教育力向上を支援します

方向性5　　家庭の教育力向上のための普及・啓発

　地域における支え合いの機能に課題が現れる中、家庭の社会と関わる力の向上には、積極的に地域の活動に参
画することが有効です。子供の学びと育ちを支える地域の活動や、子育てに関する情報を提供します。

指標名

●関連する事務事業

学校の行事に協力したり参加した
りしたことがある人の割合
【長総322】

この一年でボランティア活動や地
域活動に参加したことがある人の
割合【長総124】

10.4%

38.7%

現状値
（令和６年度）

15.0%

43.0%

目標値
（令和７年度）

令和７年度

①3・4か月健診でブックリストと絵本の配布、1歳6か月.健診でブックリストの配布
②つどいの広場での出張読み聞かせ

運営業務委託による教育相談の充実
①休館日等の対応

②個別ニーズに応じたオンライン相談の実施
③市民向け講座の開催及び出張相談の実施

給食レシピのホームページ掲載

①学校給食納入への協力生産者の拡大

②ホームページにて地場産物活用の紹介教
育
企
画
課

8



●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

特別支援教育の充実
【長総321】

清瀬市しあわせ未来セン
ター内「教育支援センター（フ
レンドルーム）の機能強化
【長総332】

清瀬市しあわせ未来セン
ター内「教育相談室」の機能
強化
【長総332】

家庭の教育力向上を支援します

方向性6　子育て、教育、生き方にかかわる支援体制の構築

　子育てについて悩みや不安を抱え、孤立する家庭が相談・交流できる支援体制を整えます。また、地域人材の積
極的な活用や関係機関との連携により、地域全体で家庭教育を支える仕組みづくりを目指します。

指標名

●関連する事務事業

市内の子どもや若者は健全に
育っていると思う人の割合【長総
331】

子どもや若者が地域で見守られ
ていると思う人の割合【長総331】

誕生から就労に至るまでの悩み
ごとを相談できる体制が充実して
いると思う人の割合【長総332】

14.9%

31.1%

42.7%

現状値
（令和６年度）

17.0%

31.6%

43.2%

目標値
（令和７年度）

教
育
指
導
課

担当課/事業名 令和７年度

運営業務委託による教育相談の充実
①休館日等の対応

②個別ニーズに応じたオンライン相談の実施
③市民向け講座の開催及び出張相談の実施

小中学生の不登校に関する悩みに対する支援
①オンラインを活用した個別支援の充実

②進路相談の充実
③体験的な学習の導入

④教育相談室心理士による支援の充実

①教育活動支援員の配置
②日本語指導員の派遣

③特別支援教室の運営の充実
〔小〕全校拠点方式から拠点・巡回方式に変更

〔中〕拠点・巡回方式
④特別支援学級等の新設・移設計画の推進

9



学童クラブ指定管理者制度
の導入【長総312】

学齢人口を踏まえた児童の
受入体制の整備

児童館及び児童センター運
営管理

南部児童館及び児童センター等の指定管理候補者の選定

梅園・清明小・四小学童クラブの指定管理者候補者の選定

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

新・十小学童クラブ新築工事
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●指標

特色ある学校づくり
【長総321】

市学力調査の実施
【長総321】

ICTを活用した教育の推進
【長総321】

教育課題「英語（話すこと）の
指導の充実」
【長総321】

※外国人英語指導助手（ALT：Assistant Language Teacher）

校長の特色ある学校づくりに係る経営計画プレゼンの査定による予算配当

外国語指導助手との音声を中心とした言語活動の充実（ALTの配置）

①GIGA端末を活用した授業づくりに関する研修の充実（大学等との連携）
②デジタル教科書の導入・活用促進

③文科CBTシステム（MEXCBT）等の活用促進

市や国など各種調査の分析結果を生かした授業改善の推進
①授業改善推進プランの活用

②授業改善の評価の徹底

教
育
指
導
課

全国学力・学習状況調査における
児童・生徒質問紙調査「学級の児
童・生徒との間で話し合う活動を
通じて、自分の考えを深めたり、
広げたりすることができています
か。」の質問に対する肯定的な回
答の割合

●関連する事務事業
担当課/事業名

学力を保証し健やかな心と体を育てます

方向性7　「確かな学力」の育成

　児童・生徒の力を最大限伸ばし、目標のある生涯を送るためには、自らの力で課題を解決し実行する「生きる力」
や、じっくりと考え、適切に判断できる「考える力」が必要です。これらの力を育むために基礎学力や思考力・判断力・
表現力等の定着を図ります。

指標名

全国学力・学習状況調査における
国語及び算数・数学調査の平均
正答率の結果（国平均との差）
【長総321】

小学校　86.8％
（前年比　+8.1P）

（国との差　+0.5P）
中学校　86.9％

（前年比　+8.6P）
（国との差　+0.8P）

小学校６年国語　-0.7P
小学校６年算数　+0.6P
中学校３年国語　+1.9P
中学校３年数学 +2.5P

現状値
（令和６年度）

小学校
国との差　+1.0P

中学校
国との差　+1.0P

小学校６年国語　±0.0P
小学校６年算数　+1.0P
中学校３年国語　+2.0P
中学校３年数学　+3.0P

目標値
（令和７年度）

令和７年度

11



●指標

教
育
企
画
課

教育機器の適切な環境整備
【長総321】

教
育
指
導
課

【方向性７に再掲】
ICTを活用した教育の推進
【長総321】

図書館を使った調べる学習
コンクールの実施
【長総122】

学校・保護者への図書支援
【長総122】

学力を保証し健やかな心と体を育てます

方向性8　　学びへの関心や意欲を高めるための教育の推進

　児童・生徒の学力を高めるためには、学習内容への興味・関心や、意欲的に学習する態度が不可欠です。指導法
の工夫や教育機器の適切な活用によってこれらの力を育みます。

指標名

●関連する事務事業

全国学力・学習状況調査における
学校質問紙調査「前年度までに、
一人一人に配備されたＰＣ・タブ
レットなどのＩＣＴ機器を、授業でど
の程度活用しましたか。」の質問
に「週１回以上」と回答した割合

小学校　100％
（前年比　±0.0P）
（国との差　+0.6P）

中学校　80％
（前年比　±0.0P）
（国との差　-18.5P)

現状値
（令和６年度）

小学校　100％
中学校　100％

目標値
（令和７年度）

令和７年度

図
書
館

担当課/事業名

①学校へのレファレンスの実施
②図書館図書の貸出（学習貸出・団体貸出）
③全校児童への図書館利用カードの配布

④宅配サービス受け取り・返却スポットとして小学校の活用

①教育指導課との連携により地域コンクールを開催
②優秀作を全国コンクールに推薦

①GIGA端末を活用した授業づくりに関する研修の充実（大学等との連携）
②デジタル教科書の導入・活用促進

③文科CBTシステム（MEXCBT）等の活用促進

①GIGA次期端末の調達・R8以降の運用準備（キッティング、納品のスケジューリ
ング等）

②学校通信環境の改善（ネットワークアセスメント実施による課題把握、解消案の
検討）
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●指標

「命の教育」にかかわる体験
活動の実施
【長総321】

「清瀬の100冊」の活用
【長総321】

「清瀬市道徳郷土資料集」の
活用
【長総321】

小中連携教育の推進
【長総321】

教
育
企
画
課
・

教
育
指
導
課

読書活動の推進
【長総321】

①学校図書館運営支援員の配置
②研究指定校による蔵書及び学校図書館支援員拡充の効果検証

③研究指定校による読書記録アプリ導入の効果検証
④学校図書館長連絡協議会での事例の共有

令和７年度

「清瀬市道徳郷土資料集（改訂版）」（デジタル資料集）の活用

「清瀬の100冊」読書感想文コンクールの実施

①清瀬教育の日の充実
（外部機関との連携）

②「命の教育フォーラム」の充実
③「命の教育週間」の充実

教
育
指
導
課

担当課/事業名

全国学力・学習状況調査における
児童・生徒質問紙｢自分にはよいと
ころがある」の質問に対する肯定的
な回答の割合
【長総321】

全国学力・学習状況調査における
児童・生徒質問紙｢地域や社会をよ
くするために何かしてみたいと思い
ますか」の質問に対する肯定的な回
答の割合

学力を保証し健やかな心と体を育てます

方向性9　　豊かな心と撓(しな)やかで強(したた)かな心の育成

　グローバルな社会で活動していくためには、個性を発揮しながら、自他を尊重できる豊かな心と困難に直面してもくじ
けない心の強さが必要です。ボランティア活動等の社会貢献や困難を乗り越える体験等によって健全な心を育みます。

指標名

●関連する事務事業

小学校　82.3％
（前年比　+10.1P）
（国との差　-1.2P）

中学校　72.6％
（前年比　+12.6P）
（国との差　-3.5P）

小学校　86.2％
（前年比　+3.8P）

（国との差　+2.1P）
中学校　87.2％

（前年比　+9.6P）
（国との差　+3.9P）

現状値
（令和６年度）

小学校　85.0％
中学校　75.0％

小学校　90.0％
中学校　90.0％

目標値
（令和７年度）

①小中連携教育合同研修会の充実
②小中連携教育フォーラムの開催
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●指標

教
育
企
画
課
・

教
育
指
導
課

体験型食育の充実

教
育
指
導
課

東京都児童・生徒体力・運動
能力調査の実施

生
涯
学
習
ス

ポ
ー

ツ
課

小中学生のスポーツ活動の
支援

教
育
指
導
課
・

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

部活動の地域連携・地域移
行

令和７年度

①部活動の地域連携・地域移行に向けた検討
②地域団体等の情報収集・整理・周知

③〔都〕部活動指導員の配置

①指定管理者によるサッカー教室の開催
②企業連携によるスポーツ教室の開催

①全校・全学年で実施
②調査結果を踏まえた体力向上に向けた取組の実施・充実

研究指定校における、清瀬の地域性を生かした体験型食育を実施

学力を保証し健やかな心と体を育てます

方向性10　　運動習慣の確立による体力の向上

　生涯にわたって健康を保持増進するためには、運動を日常化し主体的に身体を動かす習慣を身に付けることが大切
です。運動への興味・関心を高め、基礎体力の維持・向上と運動をすることの喜びを味わう取り組みを進めます。

指標名

●関連する事務事業

小学校６年男子　±0.0P
中学校３年男子　±0.0P
小学校６年女子　±0.0P
中学校３年女子　±0.0P

目標値
（令和７年度）

担当課/事業名

東京都児童・生徒体力・運動能力調
査の平均点（東京都との比較）
【長総321】

小学校６年男子　-1.5P
中学校３年男子　-0.9P
小学校６年女子　-1.1P
中学校３年女子　-1.4P

現状値
（令和６年度）
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●指標

屋内運動場照明器具LED化
工事【長総321】

校舎照明器具LED化工事
【長総321】

屋内運動場大規模改造工事
【長総321】

トイレ大規模改造工事
【長総321】

校舎構造体耐久度調査

新校開設に向けた取組
【長総321】

統合型校務支援システムの
整備【長総321・522】

教
育
企
画
課
・

教
育
指
導
課

民間プール施設を活用した
水泳指導の充実
【長総３２１】

令和７年度

小学校2校
（三小・十小）

―

①全校民間施設の利用開始
②単元指導計画、指導案等の改善充実

担当課/事業名

教
育
企
画
課

小学校2校
（三小・十小）

―

学校教職員の勤怠管理システムの校務支援システムへの統合運用

基本設計

小学校２校
（七小・十小）

学力を保証し健やかな心と体を育てます

方向性11　　教育環境の整備

　学校施設の老朽化は国全体で大きな課題となっています。子供たちが安心して学校生活を送り、教育効果を最大限
高めるための環境整備が必要です。義務教育学校などの諸制度や地域の学校としての複合的な機能など、今後の
社会情勢を踏まえた新たな観点での検討を進めていきます。

指標名

●関連する事務事業

個別施設計画（学校に限る）の進
捗度の達成率

目標値
（令和７年度）

現状値
（令和６年度）

81.8%72.7%
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

小学校社会科副読本
３・４年生用「わたしたちの清
瀬」の活用
【長総321】

【方向性９に再掲】
「清瀬市道徳郷土資料集」の
活用
【長総321】

郷
土
博
物
館

【方向性２に再掲】
博物館事業
【長総124】

①特別展「（仮）鉄道輸送今昔」の開催
②各種事業講座等の実施（体験学習、文化財巡り等）

令和７年度

小学校　82.3％
（前年比　+10.1P）
（国との差　-1.2P）

中学校　72.6％
（前年比　+12.6P）
（国との差　-3.5P）

13.5%

43.3%

小学校　85.0％
中学校　75.0％

35.0%

55.0%

教
育
指
導
課

郷土の自然や文化への学びを支援します

方向性12　　日本の良さ、清瀬の魅力を理解し、内外に向けて
　　　　　　　　発信する力の育成

　市民生活の様々な場面において、清瀬の文化や歴史に触れる機会を増やし、知識や理解を深めます。また、我が
国や清瀬の魅力を内外に向けて発信し、国際社会に生きる日本人としてのアイデンティティを育みます。

指標名

●関連する事務事業
担当課/事業名

市の歴史や伝統文化、文化財等
に関心があると思う人の割合【長
総124】

この一年で市内の伝統行事を見
に行ったり参加したりしたことがあ
る人の割合【長総124】

全国学力・学習状況調査における
児童・生徒質問紙｢地域や社会を
よくするために何かしてみたいと
思いますか」の質問に対する肯定
的な回答の割合

「清瀬市道徳郷土資料集（改訂版）」（デジタル資料集）の活用

①「わたしたちの清瀬」の活用
②「わたしたちの清瀬」の２年毎の改訂（内容及び数値等の更新）

現状値
（令和６年度）

目標値
（令和７年度）
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●指標

郷土に関するレファレンスの
充実

結核関連コーナーの設置
（常設）【長総541】

清瀬ゆかりのコーナーの設
置

郷
土
博
物
館

【方向性２に再掲】
博物館事業
【長総124】

関連図書の充実

レファレンス資料の蓄積

①特別展「（仮）鉄道輸送今昔」の開催
②各種事業講座等の実施（体験学習、文化財巡り等）

郷土の自然や文化への学びを支援します

方向性13　　清瀬の文化や歴史を深く学ぶことのできる機能の強化

　図書館や郷土博物館を、市民にとってより身近な存在とし、いつでも誰でも清瀬の郷土文化について深く学ぶこと
ができる専門機関としての機能を高めます。

指標名

●関連する事務事業

目標値
（令和７年度）

現状値
（令和６年度）

担当課/事業名

図書館の「郷土関連資料」の貸出
数

図
書
館

670冊650冊

令和７年度

①郷土資料（常設）
②清瀬にゆかりのある作家（常設）

③郷土博物館企画展との連携
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

【方向性12に再掲】
小学校社会科副読本
３・４年生用「わたしたちの清
瀬」の活用
【長総321】

【方向性９に再掲】
「清瀬市道徳郷土資料集」の
活用
【長総321】

郷
土
博
物
館

【方向性２に再掲】
博物館事業
【長総124】

郷土の自然や文化への学びを支援します

方向性14　　体験を通した郷土文化の継承と郷土愛の醸成

　市民の郷土への誇りを育むとともに、児童・生徒が伝統文化の尊さを理解し、伝承・継承の担い手になることを目指
して、清瀬の資源である自然や、郷土芸能等の郷土文化を活かした体験活動を充実します。

指標名

●関連する事務事業

35.0%

55.0%

目標値
（令和７年度）

13.5%

43.3%

現状値
（令和６年度）

①「わたしたちの清瀬」の活用
②「わたしたちの清瀬」の２年毎の改訂（内容及び数値等の更新）

①特別展「（仮）鉄道輸送今昔」の開催
②各種事業講座等の実施（体験学習、文化財巡り等）

担当課/事業名

市の歴史や伝統文化、文化財等
に関心があると思う人の割合【長
総124】

この一年で市内の伝統行事を見
に行ったり参加したりしたことがあ
る人の割合【長総124】

教
育
指
導
課

令和７年度

「清瀬市道徳郷土資料集（改訂版）」（デジタル資料集）の活用
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●指標

※ 「現状値（令和６年度）」は、令和５年度世論調査（3年毎実施)の結果を記載。

教
育
指
導
課

学校と地域のコミュニティ事
業
【長総322・511】

生
涯
学
習
ス

ポ
ー

ツ
課

青少年健全育成事業

令和７年度

①青少年委員主催による「きよせ けん玉の”Wa”」の実施。
②活動参加者に参加時に作文を記載することで、子どもたちの体感を可視化。

③イベント参加や発表会等を通した地域への情報発信。

学校や地域へのアウトリーチ型の取組推進

担当課/事業名

地域の力で清瀬の教育をつなぎます

方向性15　　世代を超えた地域コミュニティの構築

　変化の激しい社会で自立して生活するためには、家庭・学校だけでなく地域社会での、世代・文化・生活様式等の
異なる多様な人々との交流により理解を深め、それぞれの持っている知識・技能を伝承・継承していくことでコミュニ
ティの活性化を目指します。

指標名

●関連する事務事業

学校の行事に協力したり参加した
りしたことがある人の割合【長総
322】

25.0%

43.0%

目標値
（令和７年度）

23.2%
地域のつながりや交流できている
と思う人の割合
【長総511】

38.7%

現状値
（令和６年度）
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学校支援本部運営の推進
【長総322】

地域コーディネーターの研修
実施・育成【長総322】

教
育
指
導
課

コミュニティ・スクールの設置
【長総322】

14校

目標値
（令和７年度）

７校

14校

現状値
（令和６年度）

地域の力で清瀬の教育をつなぎます

方向性16　　地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進

　学校を取り巻く環境は著しく変化しており、学校における教育活動への地域ボランティアの支援はますます重要と
なります。それらの支援が学校のニーズに合致するような仕組みをつくり、学校への支援を活性化させることで、学
校を核にした地域コミュニティの構築を目指します。

指標名

生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課

担当課/事業名

学校支援地域組織の設置校数
【長総322】

コミュニティ・スクールの校数
【長総322】

●関連する事務事業

１４校

令和７年度

●指標

育成事業の実施

運営の推進

芝小・四小・八小・清明小・清中・三中・四中に新設
（累計１４校）
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